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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　屋根面の棟側に敷設される太陽光パネルと、前記屋根面の軒側に敷設される屋根材と、
を備える太陽光発電屋根であって、
　前記太陽光パネルを支持する架台と、
　前記架台の軒側端部に取り付けられ、軒側に向かって延びる軒カバーと、
　前記太陽光パネルと前記屋根材との間の屋根面に固定され、その棟側端部が前記軒カバ
ーで覆われるように配置される第１水切り部材と、
　前記第１水切り部材に着脱可能に取り付けられ、前記屋根材の棟側端部を覆うように配
置される第２水切り部材と、を備え、
　前記第１水切り部材は、
　前記屋根面上に固定される底面部と、
　前記底面部の棟側端部から軒側に向かって上方に傾斜して延びるように形成される第１
傾斜面部と、を有するとともに、
　前記屋根面の傾斜方向に直交する幅方向に複数並んで配置されて隣接する互いの側面同
士が接着される太陽光発電屋根。
【請求項２】
　前記第１傾斜面部は、厚肉に形成される請求項１に記載の太陽光発電屋根。
【請求項３】
　前記第２水切り部材は、軒側に向かって上方に傾斜して延びて前記屋根材の棟側端部を
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覆う第２傾斜面部を有し、
　前記第２水切り部材が前記第１水切り部材に取り付けられたときに、前記第２傾斜面部
の第２傾斜面が前記第１傾斜面部の第１傾斜面に連続して面一となる請求項２に記載の太
陽光発電屋根。
【請求項４】
　前記第１水切り部材は、前記第２傾斜面部の下面に沿って延びる取付面部を有し、
　前記第２水切り部材は、前記取付面部に着脱可能に取り付けられる請求項３に記載の太
陽光発電屋根。
【請求項５】
　前記第１傾斜面部の軒側端部には、棟側に凹んだ凹部が形成され、
　前記第２傾斜面部の棟側端部には、前記凹部に係合する第１係合片が形成され、
　前記第２傾斜面部の下面には、前記取付面部の棟側端部に係合する第２係合片が形成さ
れる請求項４に記載の太陽光発電屋根。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、太陽光発電屋根に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、屋根面の棟側に太陽光パネルが敷設され、該屋根面の軒側に屋根材が敷設された
所謂張分けタイプの太陽光発電屋根が知られている（例えば、特許文献１参照）。このよ
うな張分けタイプの太陽光発電屋根においては、太陽光パネルと屋根材との境を流れる雨
水を適切に案内して排水する必要がある。
【０００３】
　そこで、特許文献１の太陽光発電屋根では、棟側の太陽光パネルの架台の下面部にその
棟側端部が固定されるとともに、軒側に向かって上方に傾斜して延びて屋根材の上面に至
る傾斜面を有する水切り部材が配置される。この水切り部材は、通常、板金部材で構成さ
れ、現場にて板金加工が行われる。この水切り部材により、棟側の太陽光パネル上を流れ
る雨水は、軒側の屋根材上に適切に案内される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－４５２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１のような従来の太陽光発電屋根では、軒側の屋根材を設置す
る施工時に、屋根材の施工者が板金加工して水切り部材の取り付けを行う必要があった。
また、屋根材施工範囲の基準となる水切り部材が取り付けられていない屋根面に対して屋
根材を取り付けなければならなかったため、屋根材の取り付け範囲が不明確で正確な施工
が困難であった。さらには、屋根材の交換時には、太陽光パネルの架台の下面部に固定さ
れた水切り部材を破壊して取り外す必要があり、メンテナンス性に課題があった。
【０００６】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、太陽光発電屋根の施工を容易且つ正
確にできるとともに、水仕舞いが良く、メンテナンス性が向上した太陽光発電屋根を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため本発明は、屋根面（例えば、後述する屋根面１００Ａ）の棟側
に敷設される太陽光パネル（例えば、後述する太陽光パネル２）と、前記屋根面の軒側に



(3) JP 6655989 B2 2020.3.4

10

20

30

40

50

敷設される屋根材（例えば、後述する屋根材３）と、を備える太陽光発電屋根（例えば、
太陽光発電屋根１００）であって、前記太陽光パネルを支持する架台（例えば、後述する
架台２０）と、前記架台の軒側端部に取り付けられ、軒側に向かって延びる軒カバー（例
えば、後述する軒カバー２３）と、前記太陽光パネルと前記屋根材との間の屋根面に固定
され、その棟側端部が前記軒カバーで覆われるように配置される第１水切り部材（例えば
、後述する第１水切り部材１４１）と、前記第１水切り部材に着脱可能に取り付けられ、
前記屋根材の棟側端部を覆うように配置される第２水切り部材（例えば、後述する第２水
切り部材１４２）と、を備える太陽光発電屋根を提供する。
【０００８】
　また、前記第１水切り部材は、前記屋根面上に固定される底面部（例えば、後述する底
面部１４１Ａ）と、前記底面部の棟側端部から軒側に向かって上方に傾斜して延びるよう
に厚肉に形成された第１傾斜面部（例えば、後述する第１傾斜面部１４１Ｂ）と、を有す
るとともに、前記屋根面の傾斜方向に直交する幅方向に複数並んで配置されて隣接する互
いの側面同士が接着されることが好ましい。
【０００９】
　また、前記第２水切り部材は、軒側に向かって上方に傾斜して延びて前記屋根材の棟側
端部を覆う第２傾斜面部（例えば、後述する第２傾斜面部１４２Ａ）を有し、前記第２水
切り部材が前記第１水切り部材に取り付けられたときに、前記第２傾斜面部の第２傾斜面
が前記第１傾斜面部の第１傾斜面に連続して面一となることが好ましい。
【００１０】
　また、前記第１水切り部材は、前記第２傾斜面部の下面に沿って延びる取付面部（例え
ば、後述する取付面部１４１Ｃ）を有し、前記第２水切り部材は、前記取付面部に着脱可
能に取り付けられることが好ましい。
【００１１】
　また、前記第１傾斜面部の軒側端部には、棟側に凹んだ凹部（例えば、後述する１４１
Ｄ）が形成され、前記第２傾斜面部の棟側端部には、前記凹部に係合する第１係合片（例
えば、後述する第１係合片１４２Ｂ）が形成され、前記第２傾斜面部の下面には、前記取
付面部の棟側端部（例えば、後述する取付面部の棟側端部１４１Ｅ）に係合する第２係合
片（例えば、後述する第２係合片１４２Ｃ）が形成されることが好ましい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、屋根材の施工を容易且つ正確にできるとともに、水仕舞いが良く、メ
ンテナンス性が向上した太陽光発電屋根を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態に係る太陽光発電屋根の斜視図である。
【図２】本実施形態に係る太陽光発電屋根が備える水切り部の斜視図である。
【図３】本実施形態に係る太陽光発電屋根が備える水切り部の断面図である。
【図４】本実施形態に係る太陽光発電屋根の施工工程Ｓ１を説明するための図である。
【図５】本実施形態に係る太陽光発電屋根の施工工程Ｓ２を説明するための図である。
【図６】本実施形態に係る太陽光発電屋根の施工工程Ｓ３を説明するための図である。
【図７】本実施形態に係る太陽光発電屋根の屋根材の施工範囲を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の一実施形態について、図面を参照しながら詳しく説明する。
　図１は、本実施形態に係る太陽光発電屋根１００を示す斜視図である。図２は、本実施
形態に係る太陽光発電屋根１００が備える水切り部１４０の斜視図である。
【００１５】
　図１に示すように、太陽光発電屋根１００は、建物１０１の屋根を構成する。太陽光発
電屋根１００は、屋根面１００Ａと屋根面１００Ｂを有する切妻式屋根である。日当たり
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の良い側の屋根面１００Ａの棟側には複数の太陽光パネル２が敷設され、軒側には屋根材
としてのスレート３が敷設される。また、日当たりの悪い側の屋根面１００Ｂには屋根材
としてのスレート７が敷設される。屋根面１００Ａ及び屋根面１００Ｂの傾斜方向におけ
る上端部に棟部が構成される。
【００１６】
　屋根面１００Ａ側には、下地材５と（図３参照）、太陽光パネル２と、太陽光パネル２
の架台２０と（図３参照）、スレート３と、化粧材６０と、が設けられる。
【００１７】
　下地材５は、野地板、防水シート及び鋼板を備える。下地材５は、太陽光発電屋根１０
０の土台部分を構成し、後述する太陽光パネル２の架台２０を固定支持する。野地板とし
ては、合板等の板材が用いられる。防水シートとしては、アスファルトルーフィング等の
防水材料が用いられる。また、鋼板としては、従来公知の防火鋼板等が用いられる。
【００１８】
　太陽光パネル２の周縁部には、隣接する太陽光パネル２同士の隙間２１が形成され、該
周縁部の上端は長尺材２２によって押えられている。これら隙間２１及び長尺材２２の下
方には、不図示の縦桟及び横桟が設けられる。
【００１９】
　太陽光パネル２の架台２０は、上述の下地材５上に配置される。太陽光パネル２の架台
２０は、ビス止めされることで下地材５に固定される。太陽光パネル２の架台２０には、
上記縦桟及び横桟が格子状に枠組みされるとともに、軒カバー２３が備えられる。
【００２０】
　縦桟は屋根面１００Ａの傾斜方向に延びて設けられ、屋根面１００Ａの傾斜方向に直交
する幅方向に一定の間隔で複数配置される。
【００２１】
横桟は屋根面１００Ａの傾斜方向の直交する方向に延びて設けられ、縦桟上にビス止めさ
れる。
【００２２】
　軒カバー２３は、太陽光パネル２の軒側端部に配置され、該軒側端部の上面から軒側に
向かって下方に傾斜して設けられる。
【００２３】
　太陽光パネル２は、上記の太陽光パネル２の架台２０を構成する縦桟及び横桟に取り付
けられ、固定支持される。
【００２４】
　化粧材６０は、図１に示すように、ケラバ側に配置される一対のケラバ化粧材６１，６
２と、を有する。一対のケラバ化粧材６１，６２は、太陽光パネル２の側面を構成する。
【００２５】
　水切り部１４０は、スレート３の棟側端部に配置される。その棟側端部は軒カバー２３
に覆われ、その軒側端部はスレート３の棟側端部の上面まで延びて設けられる。
【００２６】
　これら軒カバー２３及び水切り部１４０により、太陽光パネル２の上面を流れる雨水は
、スレート３の上面に案内される。
【００２７】
　本実施形態の太陽光発電屋根１００について説明する。
　太陽光発電屋根１００は、軒カバー２３、水切り部１４０及び屋根材３の棟端部によっ
て、構成される（図２参照）。太陽光発電屋根１００は、屋根面１００Ａ上の太陽光パネ
ル２と屋根材３との間に設けられる。
【００２８】
　次に、図３に示す軒カバー２３は取付部材２３１及び軒カバー部２３２により構成され
る。軒カバー部２３２は、軒側に向かって所定距離延出したのち下方に向かって延びる。
軒カバー部２３２は、取付部材２３１を介して架台２０に固定される。
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【００２９】
　水切り部１４０は、第１水切り部材１４１と、第２水切り部材１４２と、を備える。こ
の水切り部１４０は、棟側の太陽光パネル２上を流れる雨水を、軒側の屋根材３の上面に
案内する。これら第１水切り部材１４１及び第２水切り部材１４２は、アルミ形材（押出
成形部材）により構成される。
【００３０】
　第１水切り部材１４１は、その棟側端部が軒カバー２３に覆われる位置に配置され、太
陽光パネル２と屋根材３との間の屋根面を構成する下地材５上に接着剤等により固定され
る。第１水切り部材１４１は、屋根面上の傾斜方向に直交する幅方向に複数並んで配置さ
れ、隣接する互いの側面同士が接着される。この第１水切り部材１４１は、後述する第２
水切り部材１４２を支持して屋根面に固定する役割を有する。
【００３１】
　第１水切り部材１４１は、底面部１４１Ａと、第１傾斜面部１４１Ｂと、取付面部１４
１Ｃと、を有する。
　底面部１４１Ａは、下地材５に沿って延び、該下地材５にネジで固定される。底面部１
４１Ａの棟側端部は、太陽光パネル２の架台２０の下面に配置された防水テープ２４の軒
側端部の下面に配置される。
【００３２】
　第１傾斜面部１４１Ｂは、底面部１４１Ａの棟側端部から軒側に向かって上方に傾斜し
て延びるように厚肉に形成される。第１傾斜面部１４１Ｂの軒側端部には、棟側に凹んだ
凹部１４１Ｄが形成される。この凹部１４１Ｄには、後述する第２水切り部材１４２の第
１係合片１４２Ｂが係合する。なお、この第１傾斜面部１４１Ｂが厚肉に形成されること
で、隣接する第１水切り部材１４１の側面同士の接着性が良好となっている。
　取付面部１４１Ｃは、後述する第２水切り部材１４２の第２傾斜面部１４２Ａの下面に
沿って延びている。取付面部１４１Ｃは、第２傾斜面部１４２Ａを支持する。
【００３３】
　第２水切り部材１４２は、第１水切り部材１４１の取付面部１４１Ｃに着脱可能に取り
付けられ、屋根材３の棟側端部を覆うように配置される。より詳しくは、第２水切り部材
１４２は、後述する第１係合片１４２Ｂが上記凹部１４１Ｄに係合され、第２係合片１４
２Ｃが上記取付面部１４１Ｃの棟側端部１４１Ｅに係合された状態で、取付面部１４１Ｃ
に着脱可能にねじ止めされる。この第２水切り部材１４２は、太陽光パネル２の軒カバー
２３から流れ落ちる雨水を屋根材３の上面に案内する役割を有する。
【００３４】
　第２水切り部材１４２は、第２傾斜面部１４２Ａと、第１係合片１４２Ｂと、第２係合
片１４２Ｃと、第２傾斜面支持部材１４２Ｄと、を有する。
　第２傾斜面部１４２Ａは、軒側に向かって上方に傾斜して延びて屋根材３の棟側端部を
覆っている。この第２傾斜面部１４２Ａの棟側端部には、上記凹部１４１Ｄに係合する第
１係合片１４２Ｂが形成される。また、第２傾斜面部１４２Ａの下面には、取付面部１４
１Ｃの棟側端部１４１Ｅに係合する第２係合片１４２Ｃと、該下面から底面部１４１Ａに
向かって延び、底面部１４１Ａの上面で軒側に屈曲する断面視略Ｌ字状の第２傾斜面支持
部材１４２Ｄと、が形成される。なお、第２傾斜面支持部材１４２Ｄは第２傾斜面部１４
２Ａを支持していて、この第２傾斜面支持部材１４２Ｄは、積雪等の負荷による第２傾斜
面部１４２Ａの変形を防止する。
【００３５】
　また、第２傾斜面部１４２Ａの軒側端部は、取付部材１４４を介して屋根材３の上面に
支持されている。即ち、第２傾斜面部１４２Ａの軒側端部と屋根材３との隙間がこの取付
部材１４４で塞がれることで、雨水の侵入が回避されている。
　なお、第２傾斜面部１４２Ａは、第２水切り部材１４２が第１水切り部材１４１に取り
付けられたときに、第１傾斜面部１４１Ｂに連続して面一となる。
【００３６】
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　以上のように構成される本実施形態の水切り部１４０は、２部材で構成されるとともに
、屋根面に固定された第１水切り部材１４１から第２水切り部材１４２を着脱可能にした
点において、従来の水切り部とは大きく相違している。
【００３７】
　次に、本実施形態に係る太陽光発電屋根１００の施工方法における施工工程Ｓ１～Ｓ３
について、図４～図６を参照して説明する。
　図４は、本実施形態に係る太陽光発電屋根１００の施工工程Ｓ１を説明する図である。
図５は、本実施形態に係る太陽光発電屋根１００の施工工程Ｓ２を説明する図である。図
６は、本実施形態に係る太陽光発電屋根１００の施工工程Ｓ３を説明する図である。
【００３８】
　図４に示す施工工程Ｓ１では、第１水切り部材１４１を屋根面に固定する。具体的には
、第１水切り部材１４１の底面部１４１Ａの棟側端部を、架台２０から軒側に突出する防
水テープ２４の軒側端部と、下地材５との間に配置される。これにより、第１水切り部材
１４１の設置範囲が位置決めされる。
　このとき、第１水切り部材１４１を、接着剤等により屋根面の下地材５に固定する。ま
た、同時に、幅方向に隣接する第１水切り部材１４１同士を、例えば防水テープ等の接着
剤により固定する。これにより、隣接する第１水切り部材１４１同士の隙間からの漏水リ
スクが低減される。
　なお、軒カバー２３の取り付けについては、第１水切り部材１４１の取り付け前後いず
れでも可能である。
【００３９】
　図５に示す施工工程Ｓ２では、屋根材３を屋根面に取り付ける。具体的には、第１水切
り部材１４１の軒側端部に取付面部１４１Ｃとの間で形成される溝内に止水部材１４３を
配置した状態で、屋根材３の棟側端部を挿入する。これにより、屋根材３の設置範囲が位
置決めされる。
　ここで、図７は、本実施形態に係る太陽光発電屋根１００の屋根材３の施工範囲を示す
斜視図である。図７に示すように、下地材５の一方のケラバ側には、屋根材縦桟３１がケ
ラバ化粧材６１内に配置されている。他方のケラバ側も同様の構成である。上述した通り
、屋根材３の棟側端部は、第１水切り部材１４１の軒側端部に当接する位置に配置される
。また、屋根材３のケラバ側端部は、屋根材縦桟３１の内壁面に当接する位置に配置され
る。
【００４０】
　従って、図７中の第１水切り部材１４１の軒側端部に沿う仮想線Ｘは、屋根材３の施工
範囲の上端を示している。また、図７中のケラバ化粧材６１内の屋根材縦桟３１の内壁面
に沿う仮想線Ｙは、屋根材３の施工範囲の側端を示している。即ち、仮想線Ｘから軒側端
部までの領域と、仮想線Ｙから内側の領域（一方の仮想線Ｙから他方の仮想線Ｙまでの領
域）が、屋根材３の施工範囲である。このように、本実施形態では、屋根材３の施工範囲
が明確となっており、太陽光発電屋根１００のより正確な施工が可能となっている。
【００４１】
　図６に示す施工工程Ｓ３では、第２水切り部材１４２を、第１水切り部材１４１に取り
付ける。具体的には、第２水切り部材１４２の第１係合片１４２Ｂを、第１水切り部材１
４１の凹部１４１Ｄに係合させるとともに、第２水切り部材１４２の第２係合片１４２Ｃ
を、第１水切り部材１４１の取付面部１４１Ｃの棟側端部１４１Ｅに係合させる。同時に
、第２傾斜面部１４２Ａの軒側端部を、取付部材１４４を介して屋根材３の上面に支持さ
せる。そして、取付面部１４１Ｃに、第２傾斜面部１４２Ａを着脱可能にねじ止めする。
　以上により、本実施形態の太陽光発電屋根１００は施工される。
【００４２】
　本実施形態に係る太陽光発電屋根１００によれば、以下の効果が奏される。
　本実施形態では、太陽光発電屋根１００は、太陽光パネル２を支持する架台２０と、架
台２０の軒側端部に取り付けられ、軒側に向かって延びる軒カバー２３と、太陽光パネル
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２と屋根材３との間の屋根面に固定され、その棟側端部が軒カバー２３で覆われるように
配置される第１水切り部材１４１と、第１水切り部材１４１に着脱可能に取り付けられ、
屋根材３の棟側端部を覆うように配置される第２水切り部材１４２と、を備える構成とし
た。
　これにより、本実施形態の太陽光発電屋根１００によれば、第２水切り部材１４２を第
１水切り部材１４１から着脱可能としたことにより、第１水切り部材１４１の取り付け後
に屋根材３を施工し、その後、第２水切り部材１４２を取り付けることができる。従って
、従来のように屋根材３を設置する施工時に屋根材３の施工者が板金加工して水切り部の
取り付けを行う必要が無く、屋根材３の施工後にアルミ形材からなる第２水切り部材１４
２を取り付けるだけでよく、施工性が向上している。
　また、本実施形態によれば、屋根材３を取り付ける際には、第１水切り部材１４１と屋
根材縦桟３１とにより屋根材３の施工範囲が明確であるため、従来よりも正確な施工が可
能である。
　また、本実施形態によれば、第１水切り部材１４１と、第２水切り部材１４２との二部
材からなるが、太陽光パネル２の軒カバー２３から流れ落ちる雨水を屋根材３の上面に案
内することができるため、従来と同等に水仕舞いが良い、水切り部材として機能する。
　また、本実施形態によれば、屋根材３の交換時には、第２水切り部材１４２を第１水切
り部材１４１から取り外すことにより、容易にメンテナンスが可能である。即ち、従来の
ように太陽光パネルの架台の下面部に固定された水切り部材を破壊する必要が無く、メン
テナンス性が向上している。
　従って本実施形態によれば、太陽光発電屋根１００の施工を容易且つ正確にできるとと
もに、メンテナンス性が向上した太陽光発電屋根１００を提供できる。
【００４３】
　また、本実施形態では、第１水切り部材１４１は、屋根面上に固定される底面部１４１
Ａと、底面部の棟側端部から軒側に向かって上方に傾斜して延びるように厚肉に形成され
た第１傾斜面部１４１Ｂと、を有するとともに、屋根面の傾斜方向に直交する幅方向に複
数並んで配置されて隣接する互いの側面同士を接着して構成した。
　これにより、隣接する第１水切り部材１４１同士は、例えば防水テープ等の接着剤で確
実に固定でき、隣接する第１水切り部材の隙間からの漏水リスクを低減できる。
【００４４】
　また、本実施形態では、第２水切り部材１４２は、軒側に向かって上方に傾斜して延び
て屋根材３の棟側端部を覆う第２傾斜面部１４２Ａを有し、第２水切り部材１４２が第１
水切り部材１４１に取り付けられたときに、第２傾斜面部１４２Ａの第２傾斜面が第１傾
斜面部１４１Ｂの第１傾斜面に連続して面一となるよう構成した。
　これにより、第１及び第２水切り部材によって段差の無い面一な傾斜面が形成されるた
め、太陽光パネル２の軒カバー２３から流れ落ちた雨水を確実に屋根材３の上面に案内で
きる。
【００４５】
　また、本実施形態では、第１水切り部材１４１は、第２傾斜面部１４２Ａの下面に沿っ
て延びる取付面部１４１Ｃを有し、第２水切り部材１４２は、取付面部１４１Ｃに着脱可
能に取り付けられるよう構成した。
　これにより、第２水切り部材１４２をねじ等により取付面部１４１Ｃに取り付けること
ができるとともに、ねじを外すことで第２水切り部材１４２の取り外しが容易に可能とな
っており、上述の効果がより確実に奏される。
【００４６】
　また、本実施形態では、第１傾斜面部１４１Ｂの軒側端部には、棟側に凹んだ凹部１４
１Ｄが形成され、第２傾斜面部１４２Ａの棟側端部には、凹部１４１Ｄに係合する第１係
合片１４２Ｂが形成され、第２傾斜面部１４２Ａの下面には、取付面部１４１Ｃの棟側端
部１４１Ｅに係合する第２係合片１４２Ｃが形成されるよう構成した。
　これにより、２つの係合片を利用して第２水切り部材１４２の着脱を容易且つ確実に行
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【００４７】
　なお、本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成できる範
囲での変形、改良等は本発明に含まれる。
　上記実施形態では、防水テープ２４を使用した例を説明したが、防水テープに換えて、
防火用鋼板を板金加工して作成したものを使用しても良い。
【符号の説明】
【００４８】
１００…太陽光発電屋根
１００Ａ…屋根面
２…太陽光パネル
２０…架台
２３…軒カバー
３…屋根材
１４０…水切り部
１４１…第１水切り部材
１４１Ａ…底面部
１４１Ｂ…第１傾斜面部
１４１Ｃ…取付面部
１４１Ｄ…凹部
１４１Ｅ…取付面部の棟側端部
１４２…第２水切り部材
１４２Ａ…第２傾斜面部
１４２Ｂ…第１係合片
１４２Ｃ…第２係合片
【図１】 【図２】
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